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目 的 本研究は以下二つの研究目的を達成するために行った： 

1. スイカズラ科スイカズラ属のオニヒョウタンボクは絶滅危惧種に指定されており，日本国内では限

られた地域に生育し，島根県内では隠岐諸島でのみ確認されている。広島県帝釈峡と隠岐諸島のも

のとの系統的な関係を解明するためにオルガネラ DNAの部分的な塩基配列の比較解析を行った。 

2. 平成 25 年島根県の高齢化率（65 歳以上の人口比率）は 30.9%であり，全国平均（25.1%）よりも

5%以上高い。65 歳以上の要介護者数は年々増加しており，その約２割は「寝たきり」と推定され

ている。寝たきり状態は廃用性筋萎縮を引き起こし，リハビリ以外に効果的な治療法はない。本研

究では通常の米飯食による食事療法により寝たきりを改善することを目的として進めた。 

 

研究成果 

1. Demesure et al (1995)に従って，葉緑体とミトコンドリア DNAの特定の領域を増幅するためのユ

ニバーサルプライマーをOperon社に外注した。隠岐と広島産の合計10個体から全DNAを抽出して，

PCRを行った。増幅をアガロース電気泳動により確認後，サンガー法により塩基配列を決定した。 
葉緑体は trnL (UAA)と trnF (GAA)に挟まれた約 300 bpを，ミトコンドリアは NAD1と NAD4のイン

トロン配列，及びリボソームタンパク質S14とアポチトクロームbの遺伝子間領域，それぞれ1,550 

bp, 1,700 bp, 1,640 bp を決定した。比較解析の結果，少なくともこれらの配列からは隠岐と広

島でオニヒョウタンボクの集団内，集団間で多型は見られなかった。 

2. 共同研究者である徳島大・二川健博士らにより同定された筋萎縮を抑制するペプチド Cblinを元に

して実験を進めた。Cblin 塩基配列をタンデムに 15 回連結した人工遺伝子をイネの貯蔵タンパク

質グルテリン遺伝子に挿入し，種子特異的な

プロモーター下流に連結した。定法に従って，

形質転換イネを作出した。収穫した種子を脱

穀・粉砕した玄米粉 (Cblin 米)を筋萎縮モ

デルマウスに１週間投与した。コントロール

食との比較で，Cblin米投与群は下肢の筋萎

縮が有意に抑制されていた（図）。血液成分

の MS 分析により，Cblin 様ペプチドが検出

された。これは機能性米の投与によって，効

果が確認され，血液中にその機能性成分（ペ

プチド）が初めて検出された報告になる (Nature Biotech., in preparation)。 

 

社会への貢献 

今回，県内では隠岐諸島にしか生育しないオニヒョウタンボクと広島産のものとの系統関係を分子レベ

ルで明らかにすることはできなかった。今後，核ゲノムを含めて比較する領域を更に検討することで，
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隠岐のオニヒョウタンボクの分子系統学的な位置づけが明らかになるものと期待される。 

 Cblin 米はマウスを用いて筋萎縮抑制効果が検証された。島根県のみならず，高齢化が加速度的に進

む日本にとって重要な治療食になる可能性がある。当研究室で開発した GABA強化米は韓国で自然栽培し，

収穫した米（白米粉）を高血圧自然発症ラットに対して投与した結果，6 週間で約 20 mmHg の血圧上昇

の抑制効果が見られた（公表論文１）。遺伝子組換え作物（食品）への理解はまだまだ進んでいないが，

将来的には高機能性を付加した，新しい農作物として広く利用される余地はある。そして，中山間地域

や離島を多く抱える島根県では次世代型農産業を育成するため有力なシーズになるものと期待される。 

 

次年度に向けた検討状況 

Cblin 米が含む機能性ペプチドの蓄積量を更に高めるために，翻訳エンハンサーをいくつか検討し，イ

ネ形質転換実験を進める予定である。 
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